
関西観光・文化振興計画の概要 

ワールドマスターズゲームズ 2021関西が開催される平成 33（2021）年までの期間 

 

関西観光・文化振興計画の概要 

 

  

 

 

 １ 計画期間 

 

 ２ 基本方針と将来像 

(1) 基本方針 (2) 将来像 

① 国際観光なくしてＫＡＮＳＡＩの発展なし 

② 文化観光資源の宝庫・強みを活かす 

③ 関西ファンをつくる 

④ 文化芸術の継承・創造を通じて観光を振興する 

⑤「関西は一つ」になって国際観光振興と文化振興に取り組む 

 

３ 現状と課題 

(1) 現状 ・ワールドマスターズゲームズ 2021関西などの大規模スポーツイベントの開催決定 

・文化庁の関西への本格移転 

・急増する外国人観光客に対応するための受入環境の不足 

(2) 課題  大規模スポーツイベントへの対応や、入込客数・旅行消費額の増加を念頭に置い

た誘客推進・受入環境整備等の課題への速やかな対応。様々な文化資源の魅力向上

と国内外への発信、積極的活用。 

【解決に向けた方向性】 

●ラグビーワールドカップ 2019、東京 2020オリンピック・パラリンピック、ワールドマ

スターズゲームズ 2021関西に向けた取組 

●文化芸術資源の活用による観光と文化振興の相乗効果 

●外国人観光客の受入体制の整備 

●関西ブランドの構築と発信 

●旅行消費額の拡大に向けた取組 

●戦略的マーケティングの必要性 

４ 目標 

広域観光圏関西のブランド力、周遊力、滞在力をさらに高めていくため、東京オリンピック・パラリン

ピックの開催される2020年をターゲットイヤーとして、① 関西により多くの外国人観光客に訪れてもら

う、② 関西を広く周遊し長く滞在してもらう、ことで関西ファンの拡大を目指す。 

 

    2013年 2020年 

   関西への訪日外国人訪問率 33.3％ 45.0％ 

   関西への訪日外国人旅行者数 約345万人 1,800万人 

   関西での外国人延べ宿泊者数 793万人 3,700万人 

   関西での訪日外国人旅行消費額 約4,700億円 3兆円 

「アジアの 

文化観光首都・関西」 

としての地位の確立 

ブランド力のアップ 

周遊力、滞在力のアップ 



５ 目標達成のための戦略 

 

•国際的なスポーツイベントと連動した誘客、ＷＭＧ組織委員会との連携、国際博覧会の誘
致 

•関西文化の魅力創造、関西文化に親しむ機会の提供、伝統芸能・伝統文化の活用 

•スポーツ・アクティビティの掘り起こし、情報発信、施設の多言語対応 

① 国際競技大会等を踏まえた観光の推進 

•アジアの文化首都のイメージの発信、文化庁と連携した取組の推進 

•「文化の道」事業の展開による関西文化の認知度向上、ブランド力の向上 

•文化遺産を結ぶ歴史的・文化的ストーリーの発掘等による観光ルートの開発 

•活用可能な庭園・建築物や伝統文化体験等の観光資源化の推進 

•位置情報・ＡＲ・ＶＲなどの新技術を活用した多言語解説等の「魅せる文化財」づくり 

•美術館や博物館、伝統芸能の舞台等の外国人が鑑賞しやすい環境整備 

② 文化力の向上と文化観光の推進 

•「KANSAI ONE PASS」「KANSAI Wi-Fi(Official)」の利便性向上 

•関西国際空港のアクセス向上、新規路線の開設・拡大 

•観光案内標識等の多言語対応の強化、ムスリム対応の拡大 

•外国人観光客の安心・安全確保の取組の推進 

•地方空港やクルーズ船など、新たなゲートウェイからの誘客促進 

•地方・旅館等への誘導等による宿泊客の分散化、優良な民泊の情報発信 

•エンターテイメント性・利便性・安心安全の向上のための新技術の活用 

•新しいビジネスの成長につながる規制緩和等の国への要望 

③ 外国人観光客の急増対策としてのインフラ整備の充実 

•文化財の活用等による周遊ルートづくり、体験プログラムの充実 

•関西のコア・コンセプト「はなやか関西」を活用した「KANSAI」の世界への発信 

•関西の多様な魅力の「KANSAI国際観光YEAR」を通じた展開 

•関西の見どころのタイムリーな発信、「地質の道」など新たな観光スタイルの確立 

•ファムトリップ等によるFIT（個人旅行者）へのアピール 

④ 「KANSAI」のさらなる知名度アップ 

•「モノ消費」「コト消費」双方の情報発信、ナイトライフに関する情報発信 

•免税店の拡大、決済環境の変化に対応した整備の推進 

⑤ 旅行消費額拡大に向けた取組 

•関西観光本部のマネジメントによるビジネス視点での観光文化振興 

•効果的な誘客のための外国人旅行者の動向把握 

•文化施設を無料開放する「関西文化の日」を通じた誘客促進、多言語化による情報発信 

•外国人旅行者の動向を把握したうえでの国・地域別戦略の推進 

•SNS等、多様な発信手段を用いた誘客、芸術文化情報の発信 

⑥ 関西観光本部を中心とした推進体制の確立 

•ＩＲ実施法の内容等を踏まえた広域的な観光・MICEの連携 

•2025年国際博覧会の大阪誘致の取組、開催決定後の連携した誘客の展開 

•国際的なスポーツイベントを契機とした観光誘客の取組のレガシーとしての継続・発展 

•プロデューサー等、若手の人材が活躍できる環境づくり 

•観光学部の学生等、観光産業で活躍できる人材の育成 

•通訳案内士のスキルアップ研修の実施、WMGに向けたボランティアの育成 

⑦ 今後のさらなる展開 


